
　（注） 名木の幹周り及び樹高、推定樹齢は文献等により記述が異なる場合　（注） 名木の幹周り及び樹高、推定樹齢は文献等により記述が異なる場合
があるため、表記の数値はあくまでも参考値としてご理解ください。があるため、表記の数値はあくまでも参考値としてご理解ください。

　

鹿
児
島
県
内
に
は
、
全
国
一
の
巨
木
で
あ
る
蒲
生
の
大
楠
な
ど
、
数
百
年
、
数
千

　

鹿
児
島
県
内
に
は
、
全
国
一
の
巨
木
で
あ
る
蒲
生
の
大
楠
な
ど
、
数
百
年
、
数
千

年
の
長
い
間
、
自
然
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
先
人
が
守
り
続
け
て
き
た
名

年
の
長
い
間
、
自
然
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
先
人
が
守
り
続
け
て
き
た
名

木
・
古
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
鹿
屋
市
内
に
も
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
人
々

木
・
古
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
鹿
屋
市
内
に
も
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
人
々

に
長
年
親
し
ま
れ
、
守
ら
れ
て
き
た
名
木
・
古
木
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
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し
て
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ま
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市
で
は
特
に
貴
重
な
樹
木
を
指
定
文
化
財
（
天
然
記
念
物
）
に
指
定
に
し
て
お
り
、
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お
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継
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今
号
で
は
、
鹿
屋
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
貴
重
な
名
木
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
鹿
屋
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
貴
重
な
名
木
を
紹
介
し
ま
す
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諏訪両神社のイチョウ
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イ
ヌ
マ
キ
は
鹿
屋
中
央
公
園
近

く
の
熊
野
神
社（
新
生
町
）
の
境
内

に
あ
り
、
幹
回
り
６
・
８
ｍ
、
樹
高

は
20
ｍ
以
上
。
樹
齢
は
３
０
０
〜

４
０
０
年
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

幹
は
大
き
な
空
洞
に
な
っ
て
お
り
、

横
に
向
か
っ
た
幹
は
平
成
９
年
の
養

生
作
業
に
よ
り
支
柱
で
支
え
ら
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
県
下
に
あ

る
イ
ヌ
マ
キ
の
中
で
も
最
大
級
と
言

わ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
天
然
記
念
物

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
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輝
北
町
上
百
引
諏
訪
に
あ
る
諏
訪

両
神
社
の
境
内
に
は
、
イ
ヌ
マ
キ
、

モ
ミ
、
イ
チ
ョ
ウ
の
三
本
の
古
木
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
樹
齢
４
０
０
年
以

上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ヌ
マ
キ
は
幹
周
り
３
・
４
ｍ
、

樹
高
22
ｍ
。
20
ｍ
を
超
え
る
イ
ヌ
マ

キ
は
大
変
珍
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

イ
ヌ
マ
キ
の
幹
に
は
無
数
の
鉄
の

鎌
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
諏
訪
両
神
社
の
祭
神
の
一
人

「
建た
て
み
な
か
た
の
み
こ
と

御
名
方
命
」が
武
神
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
戦
陣
に
赴
く
者
が
武

ぶ
う
ん
ち
ょ
う
き
ゅ
う

運
長
久

を
願
い
、
神
社
か
ら
守
護
鎌
を
譲
り

受
け
、
無
事
帰
還
す
る
と
願が

ん

戻
し
の

た
め
に
、
鎌
を
こ
の
神
木
に
打
ち
込

ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
こ
の
風
習
は

太
平
洋
戦
争
ま
で
続
き
ま
し
た
。
永

禄
元
年（
１
５
５
８
年
）
と
さ
れ
る

神
社
創
建
以
来
、
イ
ヌ
マ
キ
は
樹
内

に
お
び
た
だ
し
い
数
の
鎌
を
巻
き
込

み
な
が
ら
成
長
し
て
き
た
の
で
す
。

　

モ
ミ
は
幹
周
り
４
・
75
ｍ
。
中
間

部
ま
で
枝
は
無
く
、
樹
高
は
32
・
８

ｍ
も
あ
り
、威
厳
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
チ
ョ
ウ
は
幹
周
り
９
ｍ
、
樹
高

19
・
６
ｍ
。
昭
和
20
年
の
台
風
で
幹

が
折
れ
、
中
が
空
洞
に
な
り
ま
し
た

が
、
脇
芽
が
４
本
伸
び
、
幹
の
よ
う

に
成
長
。
度
重
な
る
養
生
作
業
に
よ

り
、今
で
も
樹
勢
を
保
っ
て
い
ま
す
。

「いつの時代の鎌だろうか…。」
樹木の命の営みとともに
樹内に巻き込まれていた鎌が数年かけて
樹皮から現れたり再び樹内に隠れたりする

諏訪両神社のモミ

諏訪両神社のイヌマキ諏訪両神社のイヌマキ「熊野神社のイヌマキ」根回りは９ｍとされる。
樹齢は 500 年という説もある

鹿
屋
の
名
木
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